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第４章 障害者・障害児施策の推進 ―第２期上尾市障害者計画― 

 

１ 基本姿勢 

障害者・障害児が、差別を受けることなく、そのままの状態で社会に包容され、自立した日常

生活・社会生活を送ることができるよう、子どもから高齢者まで、障害がある人もない人も、誰

もが安心していきいきとした生活を送ることができる、地域共生社会の形成を進めます。 

２ 人権の尊重（基本目標１） 

（１）差別の解消 

障害者・障害児の人格が尊重されて、はじめて障害者・障害児がいきいきと生活していくこと

ができます。差別・偏見の解消された地域社会を作り上げていくための施策を推進していきます。 

 

① 障害者差別解消支援地域協議会の設置 [健康福祉部 障害福祉課] 
 

事業（取組）内容 

障害者差別解消法に基づき、社会生活を円滑に営む上での困難を有する障害者に対する支援が、

効果的かつ円滑に実施されるよう、障害者差別解消支援地域協議会を設置します。 
 

現状と課題 

医療、保健、福祉等の関係機関にて組織する地域自立支援協議会に、障害者差別解消支援地域協

議会の機能を加えました。ここでは、実態調査や課題抽出などの取組を始めており、この結果をも

とに活動内容を検討する必要があります。 
 

今後の方針 

調査結果の考察や分析を行い、問題解決等に向けた活動の議論を深めていきます。 
 

 

② 障害者の意思決定支援の推進 [健康福祉部 障害福祉課] 
 

事業（取組）内容 

障害者総合支援法に基づき、障害者の自己決定に関する支援を行います。 

具体的には、厚生労働省の示す「意思決定支援ガイドライン」の活用について、福祉事業者や支

援者等広く周知を図ります。 
 

現状と課題 

これまでも障害者への支援や福祉サービス提供において、障害者の意思決定については各事業者

や支援者が意識して取り組んできていたところです。 

今後はさらに「意思決定支援ガイドライン」の普及を図ることが必要とされており、この周知方

法について検討します。 
 

今後の方針 

障害者の意思決定の支援がより一層適切に図られるよう、継続して普及に努めます。 
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③ 消費者被害を未然に防止するための啓発 [市民生活部 消費生活センター] 

 

事業（取組）内容 

消費者としての意識向上を図り、権利を確立し、生活の質を高めること及び消費者被害を未然に

防止することを目的として啓発を行います。 

 

現状と課題 

啓発活動の一環として、講座や講演会等実施し、受講者の消費者意識の向上に努めています。 

今後も継続して消費者被害防止のため啓発活動を行っていくことが必要です。 

 

今後の方針 

講座や講演会については、手話通訳者等の手配等、障害のある人への個別対応を行いながら実施

していきます。 

また、福祉団体にも参加協力をいただき、消費生活展を開催し、継続して啓発活動を行っていき

ます。 

 

 

④ 人権啓発推進事業 [市民生活部 人権男女共同参画課] 

･･･市民と障害者等の団体との相互交流 

 

事業（取組）内容 

あげおヒューマンライツミーティング 21 を開催し、障害者等の人権グループによるワークショ

ップを展開することで、市民と団体の相互交流を図ります。 

また、障害者就労施設の活動紹介と製品販売を実施します。 

 

現状と課題 

平成 12 年度を第 1 回として毎年開催しており、一定の参加者があり、定着しています。 

若い世代への人権尊重意識の啓発が課題です。 

 

今後の方針 

継続して周知及び事業を実施していくことで、人権尊重意識の啓発に努めます。 
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⑤ インクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進 [学校教育部 指導課] 

･･･障害のある児童生徒と障害のない児童生徒が共に学ぶ環境づくりの推進 

 

事業（取組）内容 

障害のある児童生徒一人一人が学校教育で必要としていることを理解し、生活や学習における適

切な指導や支援を行う、インクルーシブ教育※28を実施します。また、「支援籍※29」の普及を図り、

障害のある児童生徒と障害のない児童生徒が共に学ぶ環境づくりを推進します。 

 

現状と課題 

個別の支援を要する児童生徒の個別の教育支援計画、個別の指導計画作成に取り組んでいます。 

特別支援学校 6 校に在籍する児童生徒が上尾市の小・中学校の通常の学級で学習を行い、障害の

ある児童生徒と障害のない児童生徒が共に学ぶ環境づくりを推進し、支援籍の普及を図っています。 

 

今後の方針 

個別の教育支援計画、個別の指導計画の充実を図ります。 

特別支援学校と連携し、支援籍の更なる推進を図ります。 

 

 

⑥ インクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進 [学校教育部 指導課] 

･･･特別支援学校と通常学級との交流 

 

事業（取組）内容 

支援籍への理解を図り、障害のある児童生徒と障害のない児童生徒が活動を共にすることによっ

て互いの自立と社会参加を促進するとともに、「心のバリアフリー」という考えを浸透させるよう、

啓発を推進します。 

 

現状と課題 

特別支援学校の学校公開や運動会、教材教具展等の開催について、小・中学校に情報提供をして

います。 

「共生社会を支える特別支援教育推進」の理念に基づく教育について一層の理解を深めるため、

特別支援学校の特別支援教育コーディネーター※30による研修会を毎年３回開催しています。 

 

今後の方針 

特別支援学校との更なる連携を図ります。 

特別支援学校の特別支援教育コーディネーターと連携し、特別支援学校のセンター的機能を十分

に活用します。 

 

 

  

                                                   
※28 インクルーシブ教育 

障害のある人と障害のない人が可能な限り共に学ぶこと。 
 

※29 支援籍 

障害のある児童生徒が必要な学習活動を行うために、在籍する学校又は学級以外に置く埼玉県独自の学籍。 
 

※30 特別支援教育コーディネーター 

各学校における特別支援教育の推進のため、主に、校内委員会・校内研修の企画・運営、関係諸機関・学

校との連絡・調整、保護者からの相談窓口などの役割を担う。 
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⑦ インクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進 [学校教育部 指導課] 

･･･障害に対する保護者の理解の促進 

 

事業（取組）内容 

障害に対する保護者の理解を一層深められるよう、入学説明会やＰＴＡ総会、学校だよりなどを

通じて周知徹底します。  

 

現状と課題 

障害に対する保護者の理解を深めるため、特別支援学級※31や通級指導教室※3２において、教室・

学級便りを毎月発行しています。 

特別支援教育について、保護者への啓発を行うため、特別支援教育リーフレットを毎年作成・配

布しています。 

 

今後の方針 

特別支援学級・通級指導教室便りの充実を図ります。 

特別支援教育リーフレット配布を継続します。 

 

 

⑧ インクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進 [学校教育部 指導課] 

･･･特別支援学級や特別支援学校と小・中学校の通常学級との交流及び共同学習の推進 

 

事業（取組）内容 

特別支援学級や特別支援学校と小・中学校の通常学級との交流及び共同学習を推進します。 

 

現状と課題 

「特別の教育課程」に基づき、通常の学級との交流及び共同学習を行いました。運動会や音楽会

などの学校行事で交流する機会を設けています。 

 在籍児童生徒数が少ない特別支援学級の指導の工夫が課題です。 

 

今後の方針 

通常の学級との交流及び共同学習を充実させます。 

学校行事等で交流する機会を増やします。 

 

 

  

※31 特別支援学級 

障害による学習上又は生活上の困難を克服するための教育を行うため設置された学級。 
※32 通級指導教室 

小・中学校の通常の学級に在籍している障害のある児童生徒が、ほとんどの授業を通常の学級で受けながら、

障害の状態等に応じた特別の指導を受ける教室。 
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⑦ インクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進 [学校教育部 指導課] 

･･･障害に対する保護者の理解の促進 

 

事業（取組）内容 

障害に対する保護者の理解を一層深められるよう、入学説明会やＰＴＡ総会、学校だよりなどを

通じて周知徹底します。  

 

現状と課題 

障害に対する保護者の理解を深めるため、特別支援学級※31や通級指導教室※3２において、教室・

学級便りを毎月発行しています。 

特別支援教育について、保護者への啓発を行うため、特別支援教育リーフレットを毎年作成・配

布しています。 

 

今後の方針 

特別支援学級・通級指導教室便りの充実を図ります。 

特別支援教育リーフレット配布を継続します。 

 

 

⑧ インクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進 [学校教育部 指導課] 

･･･特別支援学級や特別支援学校と小・中学校の通常学級との交流及び共同学習の推進 

 

事業（取組）内容 

特別支援学級や特別支援学校と小・中学校の通常学級との交流及び共同学習を推進します。 

 

現状と課題 

「特別の教育課程」に基づき、通常の学級との交流及び共同学習を行いました。運動会や音楽会

などの学校行事で交流する機会を設けています。 

 在籍児童生徒数が少ない特別支援学級の指導の工夫が課題です。 

 

今後の方針 

通常の学級との交流及び共同学習を充実させます。 

学校行事等で交流する機会を増やします。 

 

 

  

※31 特別支援学級 

障害による学習上又は生活上の困難を克服するための教育を行うため設置された学級。 
※32 通級指導教室 

小・中学校の通常の学級に在籍している障害のある児童生徒が、ほとんどの授業を通常の学級で受けながら、

障害の状態等に応じた特別の指導を受ける教室。 
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⑨ インクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進 [学校教育部 指導課]  

･･･教職員に対する研修の充実 

 

事業（取組）内容 

交流及び共同学習の充実を図るため、特別支援学級や特別支援学校と通常学級の関わりに関する

検討を進めるとともに、教職員研修の充実・強化等により、児童生徒に「心のバリアフリー」や「社

会の中で自立できる自信と力」を育てる人材の育成を推進します。 

 

現状と課題 

特別支援教育コーディネーター研修会、特別支援学級等担当者研修会、特別支援教育推進研修会

を開催しています。 

 専門性の高い教員の育成が課題です。 

 

今後の方針 

新たな特別支援教育推進のための人材を育成するために、特別支援教育推進研修会の充実を図っ

ていきます。 

 

 

⑩ 平等な選挙機会の確保 [選挙管理委員会事務局] 

 

事業（取組）内容 

障害者が選挙権を等しく行使できるよう、投票所のバリアフリー化等の環境づくりを進めます。 

 

現状と課題 

各選挙において、段差のある投票所には簡易スロープを設置するなど、投票所の環境向上に努め

ています。 

また、選挙広報の録音テープを作成するボランティア団体に対する情報提供を行っています。 

 

今後の方針 

今後も、選挙人が投票しやすい環境づくりに努めます。31 
32 

  

                                                   
31  
32  
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（２）成年後見制度の利用促進 

判断能力が十分でない障害のある人が、安心して自立した生活を送るためには、財産や権利が

守られなければなりません。 

知的障害や認知症など判断能力が十分でない人に代わり、財産管理や契約行為を行う成年後見

制度の利用を促します。 

 

① 成年後見制度の周知・啓発 [健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

障害者やその家族に対し、成年後見制度について周知・啓発を図ります。 

 

現状と課題 

障害者及びその家族の高齢化に伴い、判断能力が十分でない方のための成年後見制度の必要性は

ますます高くなっているため、更なる制度の周知、利用の促進を図ります。制度が複雑なため、説

明者の正しい理解とわかり易いパンフレット等の活用が必要です。 

 

今後の方針 

制度の周知・啓発について、継続して実施します。 

 

 

② 成年後見制度利用費用の助成 [健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

障害福祉サービス利用等の観点から成年後見制度の利用が有効と認められる重度の知的障害者又

は精神障害者のうち、市長が成年後見開始等の審判請求を行った方について、成年後見制度利用に

要する費用の助成が必要な場合、その費用の助成を行います。 

 

現状と課題 

対象となる障害者及び家族の高齢化に伴い、必要性が高くなっています。 

今後も成年後見制度の周知・啓発を促進し、本事業の活用を促進していきます。 

 

今後の方針 

制度の周知・啓発及び費用の助成を継続して実施します。 
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（３）虐待の防止 

障害者の身体・財産・人格が損なわれないよう、障害者・障害児に対する虐待※33の防止や早

期対応に努めます。 

 

① 障害者虐待防止センターの設置 [健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

障害者虐待の未然防止及び虐待が発生した際に早期発見、迅速な対応ができるよう、障害者虐待

防止センターを設置し、障害者の虐待通報やこれに関する相談を受理します。 

センターは相談窓口としての機能を持つほか、権利擁護や虐待防止に関する啓発を行います。 

 

現状と課題 

虐待に関する相談受付と対応、虐待防止や権利擁護の普及啓発を行っています。虐待通報につい

ては、緊急性の判断を行い、迅速な対応を行っています。 

潜在化している問題についての対応や虐待通報時の対応力に関する質の担保が課題です。 

 

今後の方針 

障害者虐待の未然防止と発生時の対応については継続性・迅速性が求められるため、当該相談窓

口の周知と合わせて、被害者の受入先の安定確保など、質の向上を図っていきます。 

 

 

 

 

 

  

                                                   
※33 虐待 

養護者による障害者虐待、障害者福祉施設従事者等による障害者虐待、雇用主等による障害者虐待をいう。

身体的虐待、放棄・放置、心理的虐待、性的虐待、経済的虐待がある。 
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３ 安心・安全の確保（基本目標２） 

（１）保健・医療の充実 

それぞれのライフステージにおける保健事業を充実させ、発達の課題に対する早期発見、早期

対応や健康づくりのために、適切な施策を推進します。 

 

① 妊娠中の健康支援 [健康福祉部 健康増進課] 

 

事業（取組）内容 

妊娠届出者に対して母子健康手帳及び妊婦健康診査助成券を交付しています。 

また、妊婦健康診査に関わる費用の一部を助成しています。 

 

現状と課題 

東西保健センターをはじめ、市内公共施設にて交付しています。 

東保健センターには母子保健コーディネーター（助産師）を配置し、妊娠届出時に面接を行って

います。 

全ての妊娠届出書について、母子保健コーディネーターが確認し、必要に応じた支援を行ってい

ます。専門職の面接が、全妊婦にできていない点が課題です。 

 

今後の方針 

専門職が面接しながら母子健康手帳を交付できるようなシステムの検討を、引き続き行っていき

ます。 

妊婦健康診査については、引き続き助成を実施していきます。 

 

 

② 親子への訪問支援 [健康福祉部 健康増進課] 

 

事業（取組）内容 

健康の保持・疾病の早期発見、育児不安の解消を図るため、生後 4 か月までの乳児家庭を訪問す

る、妊産婦・新生児訪問指導を行います。 

生後 4 か月までの乳児家庭を全戸訪問し、孤立化予防と情報提供を行うこんにちは赤ちゃん事業

を実施します。 

 

現状と課題 

妊産婦・新生児訪問指導及びこんにちは赤ちゃん事業については全ての申請に対して訪問指導を

実施しています。 

こんにちは赤ちゃん事業については、身近な地域の訪問員が訪問し、子育て支援情報の提供等を

行っており、おおむね 90％以上の実施率を維持しています。 

 

今後の方針 

こんにちは赤ちゃん事業において、子どもの発育・発達や医療等に関する質問や相談があった場

合、必要に応じて、地区担当保健師が引き継ぎ、対応を行っていきます。 
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③ 乳幼児の健康診査 [健康福祉部 健康増進課] 

 

事業（取組）内容 

乳幼児健康診査及びフォロー健診を実施し、乳幼児の心身の発育発達の確認や育児上の問題を早

期に発見し、安心して育児ができるように支援を行います。 

 

現状と課題 

乳幼児健康診査はおおむね 95％以上の受診率を維持しています。 

発達に遅れがある場合のフォローや療育機関への円滑な引継ぎを実施しています。 

受診率の維持及び向上が課題です。 

 

今後の方針 

受診の勧奨を継続するとともに、受診できなかった親子については、訪問等を行い、全数の把握

を目指します。 

 

 

④ 大人の健康づくり [健康福祉部 健康増進課] 

 

事業（取組）内容 

健康づくりに関する情報提供や相談、教育及び健康づくりに携わる人の養成（ヘルスメイト等）

を行います。 

 

現状と課題 

栄養や運動等に関する個別相談及び集団を対象にした教室を開催しています。 

青壮年期（おおよそ 16 歳から 50 歳くらいの人）の参加者を増やしていく事が課題です。 

 

今後の方針 

周知方法や事業内容を検討し、引き続き青壮年期へのアプローチを実施していきます。 

 

 

⑤ 歯科保健の推進 [健康福祉部 健康増進課] 

 

事業（取組）内容 

歯科保健の普及啓発を行います。生涯自分の歯でいられるよう、相談や教育を行います。 

 

現状と課題 

歯科に関する個別相談及び集団を対象にした教育、普及啓発のためのイベントを開催しています。 

青壮年期との関わりが少ない事が課題です。 

 

今後の方針 

引き続き歯科保健の普及啓発に努めます。 

また、青壮年期へのアプローチを検討していきます。 
34 

  

                                                   
34  
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（２）危機管理体制の整備 

災害時等において障害のある人に必要な支援の提供のほか、平時における減災対策の啓発活動

に取り組んでいきます。 

 

① 自主防災組織の育成支援 [総務部 危機管理防災課] 

 

事業（取組）内容 

自主防災組織が参加する研修や訓練等を通して、要配慮者が必要とする支援や対応についての理

解を深めるとともに、事務区や関係団体・機関の協力を仰ぎ、減災対策の啓発活動に努めます。 

 

現状と課題 

地域によって防災活動の取組に、ばらつきがみられることが課題です。 

 

今後の方針 

総合防災訓練で要支援者が参加できる訓練の実施、自主防災組織での DIG（災害図上訓練）・HUG

（避難所運営ゲーム）等の講座の開催、防災士協議会による減災の啓発活動を進めていきます。 

 

 

② 防災パンフレット等の作成 [総務部 危機管理防災課] 

 

事業（取組）内容 

各種の障害に応じた緊急災害時の具体的な対処方法や避難方法などをマニュアル化するとともに、

その内容を盛り込んだ防災パンフレットの作成・配布、ヘルプカード※34 の作成・配布、市 Web

サイトへの掲載を実施します。 

 

現状と課題 

第２次上尾市地域福祉計画・第５次上尾市地域福祉活動計画の策定にあたり、関係各課と協力し

て、目的や対象に応じた避難ガイドブックを作成します。 

避難ガイドブックの作成にあたっては、障害種別に応じた内容にする必要があります。 

 

今後の方針 

関係機関・部署の協力の下、要配慮者や関係団体へのヒアリングなどを通して、障害の特性を考

慮した避難ガイドブックの作成を進めていきます。 

 

 

 

  

※34 ヘルプカード 

障害のある人（難病患者を含む）や高齢者などが、災害時や緊急時、日常生活の中で困ったときに、必要

な支援や配慮を周囲の人にお願いするためのカード。 
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③ 防災情報等の配信 [総務部 危機管理防災課] 

 

事業（取組）内容 

様々な情報伝達手段を活用し、防災情報等を多くの市民に迅速に配信しています。 

 

現状と課題 

市政出前講座や他団体との合同研修会、講演会などで、上尾市メールマガジンの登録手順を示し

たチラシを作成し配布を行っています。 

また、防災についての講義や研修会等にて、上尾市メールマガジン、埼玉県防災情報メール、通

信事業者が行う緊急速報メール、テレビの文字放送について説明を行っています。 

携帯電話をもっていない高齢者等、自分から情報を取りに行けない人へ漏れなく情報伝達ができ

る手段の充実が課題です。 

 

今後の方針 

情報伝達の漏れが無くなるよう、情報手段の更なる多様化に努めていきます。 

 

 

④ 災害対策基金の管理事業（地域貢献型自動販売機の設置）[総務部 危機管理防災課] 

 

事業（取組）内容 

電光掲示板を搭載した、飲料水等の地域貢献型自動販売機※35を市内の公共施設等に設置し、平

常時には地域情報や行政情報などを視覚情報として表示します。 

災害等の緊急時にはリアルタイムで災害情報を提供し、また、遠隔操作で自動販売機内の商品を

飲料水として無料で提供する等の対策も順次実施します。 

 

現状と課題 

電光掲示板を搭載し、視覚情報の提供が可能な地域貢献型自動販売機を市内の公共施設等に 23

台設置しており、平常時には地域情報や行政情報などを提供しています。 

情報発信媒体として、今後増設を検討していく必要があります。 

 

今後の方針 

今後も増設について検討していきます。 

 

 

 

  

                                                   
※35 地域貢献型自動販売機 

通常の自動販売機の上部にＬＥＤメッセージボードが搭載されており、地域情報や行政情報などの情報を表

示する機能を持っているもの。また、大地震などの災害時には、遠隔操作で自動販売機内の在庫商品を無料で

提供できる。 
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⑤ 避難行動要支援者名簿の作成 [総務部 危機管理防災課] 

 

事業（取組）内容 

緊急災害時に支援を必要とする人の名簿（避難行動要支援者名簿）を作成し、市、消防、民生委

員、自主防災組織等がその名簿を共有して、災害時における避難誘導や安否確認などに役立てます。 

 

現状と課題 

避難行動要支援者名簿を作成し、自主防災組織等の避難支援等関係者に提供しています。 

また、データを随時更新し、自主防災組織等に更新名簿の案内を行っています。 

要支援者の担当避難支援等関係者の決定を、自主防災組織をはじめ関係機関と連携して進めてい

く必要がありますが、自主防災組織の関心の度合いに差があるなどの課題があります。 

 

今後の方針 

避難行動要支援者名簿について、窓口等にてパンフレットの配布を行い障害者に周知していくと

ともに、名簿の有効活用について、区長会などを通し、地域に向けて啓発していきます。 

また、名簿の活用状況の把握について、アンケート等の方法を検討していきます。 

 

 

⑥ 火災予防の啓発 [消防本部 予防課]  

 

事業（取組）内容 

市内で開催される各種イベントに参加し、聴覚障害者に対応した住宅用火災警報器等のパネル展

示による広報活動を行います。 

 

現状と課題 

市内の住宅用火災警報器の普及率は７割程度となっています。 

住宅用火災警報器の普及率向上が課題です。 

 

今後の方針 

現状の取組を継続していきます。更に、住宅用火災警報器の設置義務から 10 年以上が経過した

ことから、維持管理や交換の必要性についても広報活動を実施していきます。 
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⑦ 緊急医療情報キットの配布 [消防本部 警防課] 

 

事業（取組）内容 

自分の医療情報や緊急連絡先などを記入した用紙を筒状の容器に入れて自宅の冷蔵庫で保管し、

万が一の災害や病気などの緊急時に備える、緊急医療情報キットを配布します。 

 

現状と課題 

希望する世帯に対して、１世帯に１個配布しています。 

引き続き本事業の周知に努めていく必要があります。 

 

今後の方針 

周知方法を検討しながら、継続して実施します。 

 

 

⑧ 緊急通報手段の確保 [市民生活部 交通防犯課・消防本部 指令課] 

 

事業（取組）内容 

埼玉県警察が行っている「メール・ファクス 110 番」について、市 Web サイトでの周知を行

っています。 

聴覚、音声機能、言語機能、そしゃく機能に障害のある人を対象に、ファクス及び電子メールに

よる 119 番通報に対応しています。 

 

現状と課題 

「メール・ファクス 110 番」については利用者が少なく、周知を継続して実施する必要があり

ます。 

携帯電話やスマートフォンからの 119 番通報は年々増加傾向にあります。 

119 番通報への対応速度の向上が課題です。 

 

今後の方針 

「メール・ファクス 110 番」については引き続き、Web サイト等を活用しながら周知を行って

いきます。 

携帯端末の GPS 機能により通報場所が特定でき、文字入力により 119 番通報ができるシステ

ム等、多様な 119 番通報手段の確保について検討していきます。  
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４ 生活支援施策の充実（基本目標３） 

（１）障害福祉サービス等の給付 

障害のある人が自立した日常生活・社会生活を送ることができるよう、必要なサービスを提供

します。 

 

① 自立支援給付 [健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

障害者の日常生活及び社会生活を支援するために必要な障害福祉サービスの支給決定を行います。 

障害程度が一定以上の人に生活上又は療養上の介護を行う「介護給付」、障害の程度に関わらず、

一定期間に身体的又は社会的なリハビリテーションや就労につながる支援を行う「訓練等給付」、

入院・入所中の障害者が退院・退所するための支援を行う「地域相談支援給付」のサービスがあり

ます。 

 

現状と課題 

個々の障害状況に応じた適切なサービスについて支給決定しています。 

障害種別や生活環境等、態様が多様化しているため、個々のニーズとサービスを繋げるための「サ

ービス等利用計画」を活用しています。 

また、利用するサービスの種類も多様化してきていることから、引き続き、わかりやすい制度案

内に努めていく必要があります。 

 

今後の方針 

個々の状況に合った適切なサービスを支給していきます。また、わかりやすい制度案内に努めま

す。 

 

 

② 障害児通所支援給付 [健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

児童福祉法に基づき、心身の障害や発達に遅れのある児童に対して、生活能力の向上や集団生活

への適応、社会との交流促進等の療育・訓練を行うサービスの支給決定を行います。 

 

現状と課題 

個々の障害状況に応じた適切なサービスについて支給決定しています。 

障害種別や生活環境等、態様が多様化しているため、個々のニーズとサービスを繋げるための「サ

ービス等利用計画」を活用しています。 

引き続き、わかりやすい制度案内に努めていく必要があります。 

 

今後の方針 

対象児が適切な療育を受けられるよう、引き続きサービスを支給していきます。 

また、わかりやすい制度案内に努めます。 
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③ 移動支援事業 [健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

外出時の移動が困難な障害者等が、円滑に外出することができるよう移動の支援を行うことによ

り、地域における自立生活及び社会参加を促します。 

 

現状と課題 

外出時に移動の支援を行うヘルパーを利用することができるサービスであり、申請のあった対象

者に対して支給決定しています。 

個々の生活状況等は多様化してきており、本人及びその家族らのニーズを把握しながら、本人が

適切なサービスを受けられるように給付を行う必要があります。 

 

今後の方針 

引き続き個々の状況について伺いつつ、他のサービスを利用している方については相談支援専門

員の意見を聞くなどして、本人が適切なサービスを受けられるよう支給決定を行っていきます。ま

た、生活状況等が多様化しており、対象要件の見直し等を含めて検討していきます。 

 

 

④ 日中一時支援事業 [健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

障害者等の日中における活動の場を確保することにより、日常的に介護している家族に対して、

就労の支援及び一時的な休息を供与します。 

具体的には、障害者等に対し、日中における活動の場を提供し、見守り及び社会に適応するため

の日常的な訓練、送迎サービスその他適切な支援を行います。 

 

現状と課題 

日中における活動の場の提供として、見守りを含めたサービスであり、申請のあった対象者に対

して支給決定しています。 

移動支援事業と同様、個々の生活状況等の多様化を考慮し、本人及びその家族らのニーズを把握

しながら、本人が適切なサービスを受けられるように給付を行う必要があります。 

 

今後の方針 

引き続き個々の状況について伺いつつ、他のサービスを利用している方については相談支援専門

員の意見を聞くなどして、本人が適切なサービスを受けられるよう支給決定を行っていきます。 
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⑤ 訪問入浴サービス事業 [健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

自宅の浴室における身体介護サービスの利用では入浴が困難な、障害者・障害児に対して、訪問

入浴サービスを提供することにより、身体の清潔の保持、心身機能の維持を図ります。 

 

現状と課題 

自宅の浴室における身体介護サービスの利用では入浴が困難な、障害者・障害児に対して、自立

支援給付等では行えない範囲の入浴介助を実施しています。 

在宅生活で必要な清潔保持や心身機能の維持に有用であり、利用者は増加傾向にあります。 

現状では代替サービスがないことを考慮していく必要があります。 

 

今後の方針 

今後も高い必要性が見込まれるため、継続的に実施していきます。 

 

 

⑥ 生活サポート事業 [健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

在宅の障害者・障害児の身近な場所での地域生活を支援するため、障害者・障害児に対する一時

預かり、送迎、外出介助等のサービスを提供します。 

 

現状と課題 

本人やその家族のニーズに応じて、きめ細かいサービスが提供される事業です。 

自立支援給付等の他のサービスと合わせて利用する方が増えており、相談支援事業等を活用しな

がら、適切なサービスを受けられるよう支援を行うことが必要です。 

 

今後の方針 

引き続き、利用者が適切なサービスを受けられるよう、動向を見守りながら事業を継続していき

ます。 
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（２）日常生活の支援 

障害のある人の日常生活における自立を支援するため、サービス等の給付や各種手当の支給を

行います。 

 

① 補装具費の支給 [健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

身体障害者の社会生活能力および日常生活能力の向上を図るために、補装具※36の購入・修理等

に要する費用を支給します。 

 

現状と課題 

障害者総合支援法に基づき、適切に実施しています。 

また、引き続きわかりやすい制度案内に努めていく必要があります。 

 

今後の方針 

案内や説明等の方法を随時見直しながら、継続して実施します。 

 

 

② 日常生活用具の給付 [健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

障害のある人の生活において必要な日常生活用具を給付します。 

 

現状と課題 

日常生活用具を必要とする障害者・障害児及び難病患者等に対し給付を行っています。 

対象者の生活状況等が多様化しており、給付品目に関しての見直しを随時検討する必要がありま

す。 

 

今後の方針 

継続して実施します。 

新たな給付品目については、ニーズの把握に努め、随時検討していきます。 

 

 

  

                                                   
※36 補装具 

身体の欠損又は損なわれた身体機能を補完・代替する用具。 
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③ 手話通訳者の派遣及び養成 [健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

音声・言語による意思疎通が困難なろう者に対し、手話通訳者※37 の派遣を行い、意思疎通の円

滑化を図ります。 

また、手話通訳者養成講習を実施し、手話通訳者の養成を行っています。 

 

現状と課題 

ろう者への社会参加支援として、コミュニケーション手段の拡充を促進するために実施していま

す。 

利用に関する普及を進めていくとともに、手話通訳者養成についても同様に制度周知および啓発

を行っていく必要があります。 

 

今後の方針 

制度周知や啓発の方法を随時見直しながら、継続して実施します。 

 

 

④ 要約筆記者の派遣 [健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

音声・言語による意思疎通が困難な聴覚障害者に対し、要約筆記者※38 の派遣を行い、意思疎通

の円滑化を図ります。 

 

現状と課題 

中途失聴者等、手話を習得していない聴覚障害者のコミュニケーション手段の拡充を促進するた

めに、実施しています。 

確実な制度周知に努めていく必要があります。 

 

今後の方針 

制度周知の方法を随時見直しながら、継続して実施します。 

 
 

  

※37 手話通訳者 

手話を使い、ろう者とろう者以外の人とのコミュニケーションを仲介する人。 
※38 要約筆記者 

話されている内容を要約し、文字として聴覚障害者に伝える人。 
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⑤ 福祉機器の貸出 [健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

不要となった特殊寝台や車いすなどの福祉機器を回収し、点検及び消毒をした上で、必要な障害

者・障害児へ貸し出しを行います。 

 

現状と課題 

障害福祉サービス等において、特殊寝台や車いすの貸与に関するサービスは他になく、一定の利

用があります。 

また、障害者手帳未所持の方等も利用することができるため、制度周知を行う必要があります。 

 

今後の方針 

制度周知の方法を随時見直しながら、継続して実施します。 

 

 

⑥ 難聴児補聴器購入費の助成 [健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

難聴児の言語の習得、教育等における健全な発達を支援するため、補聴器購入費の一部を助成し

ます。 

 

現状と課題 

身体障害者手帳非該当の 18 歳未満の難聴児が装用する補聴器購入費の一部を助成しています。 

確実な制度周知に努めていく必要があります。 

 

今後の方針 

制度周知の方法を随時見直しながら、継続して実施します。 

 

 

⑦ 小児慢性特定疾病児童日常生活用具の給付 [健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

小児慢性特定疾病※39 をもつ児童の生活において必要な日常生活用具を給付します。 

 

現状と課題 

日常生活を営む上で援助が必要な小児慢性特定疾病をもつ児童に対して給付を行っています。 

確実な制度周知に努めていく必要があります。 

 

今後の方針 

制度周知の方法を随時見直しながら、継続して実施します。 

 

  

※39 小児慢性特定疾病 

18 歳未満（引き続き治療が必要であると認められる場合は、20 歳未満）の児童の健全育成の観点から、

患児家庭の医療費の負担軽減を図るため、その医療費の自己負担分の一部を助成することになっている疾病。 
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⑧ 重度障害者居宅改善整備費の支給 [健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

在宅で生活する重度障害者・重度障害児に対し、バリアフリーを目的とした住宅改造費の一部を

助成します。 

 

現状と課題 

在宅で生活する重度障害者・重度障害児に対して実施しています。 

介護保険等、他の制度の利用が優先される場合があり、確実な制度説明が必要となります。 

 

今後の方針 

わかりやすい説明や制度周知に努め、関係課との連携を図りながら、継続して実施します。 

 

 

⑨ 在宅特別障害者等手当の支給 [健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

20 歳以上の身体又は精神の重度の障害により、日常生活において常時特別の介護を要する状態

にある障害者に対し、手当の支給事務を行います。 

 

現状と課題 

引き続きわかりやすい制度案内に努めていく必要があります。 

 

今後の方針 

案内や説明等の方法を随時見直しながら、継続して実施します。 

 

 

⑩ 特別児童扶養手当の支給 [健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

精神又は身体に一定の障害がある 20 歳未満の児童を育てている保護者に対し、手当の支給事務

を行います。 

 

現状と課題 

引き続きわかりやすい制度案内に努めていく必要があります。 

 

今後の方針 

案内や説明等の方法を随時見直しながら、継続して実施します。 
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⑪ 自立支援医療費（精神通院医療・更生医療・育成医療）の支給 

[健康福祉部 障害福祉課・子ども未来部 子ども支援課] 

 

事業（取組）内容 

障害者総合支援法に基づき、障害の内容によって、指定医療機関における医療費の一部を公費負

担します。 

 

現状と課題 

利用者は増加傾向にあり、申請者の態様も多様化していることから、引き続きわかりやすい制度

案内に努めていく必要があります。 

 

今後の方針 

案内や説明等の方法を随時見直しながら、継続して実施します。 

 

 

⑫ 重度心身障害者医療費の支給 [健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

重度心身障害者の医療費の一部を支給します。 

 

現状と課題 

対象となる受給者の減少とともに医療費の支給総額は減少傾向にあります。 

確実な制度案内に努めていく必要があります。 

 

今後の方針 

その他の公費負担医療制度も活用しながら、医療費の支給を継続して行います。 

 

 

⑬ 重度心身障害者福祉手当の支給 [健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

在宅の重度障害者・重度障害児に対し、手当を支給します。 

 

現状と課題 

年2回の支給を行っています。 

対象者の生活状況等は多様化しており、個々の状態に応じた、より効果的なサービスの検討が求

められています。 

 

今後の方針 

 対象者の生活状況等、動向を見守りながら継続して実施します。37 
38 
39 

  

                                                   
37  
38  
39  
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⑭ 難病者見舞金の支給 [健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

難病者に対し、見舞金を支給します。 

 

現状と課題 

申請に基づき見舞金の支給を実施しています。 

確実な制度周知に努めていく必要があります。 

 

今後の方針 

支給を継続して実施します。 

また、広報誌や Web サイト等を活用し、確実な制度周知を行っていきます。 

 

 

⑮ 配食サービス事業 [健康福祉部 高齢介護課] 

 

事業（取組）内容 

食事の支度が困難な高齢者や障害者に対して、協力店が安否確認の見守りを兼ねて栄養バランス

のとれた食事を提供します。 

 

現状と課題 

多くの人が利用しており、見守りについては、協力店から通報を受けた事例もあります。パンフ

レットを作成し周知を行っています。 

サービスが必要な人への認知度の向上が課題です。 

 

今後の方針 

事業を継続するとともに、サービスを必要とする人に知ってもらえるよう、様々な場でのサービ

スの周知に努めます。 

 

 

⑯ ふれあい収集 [環境経済部 西貝塚環境センター] 

 

事業（取組）内容 

障害者の自宅を訪問し、ごみ収集を行うとともに、声掛けと安否確認を行います。 

 

現状と課題 

週１回の訪問を実施しています。 

利用者の増加への対応のほか、個々の状況に対応するため、関係機関との連携が課題となってい

ます。 

 

今後の方針 

引き続き、制度の周知を進めるとともに、関係機関と連携を強化し、収集体制の確保を図ります。 
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（３）家族支援 

障害のある人やその家族に対し、その負担や不安を軽減するために必要な支援を実施します。 

 

① 超重症心身障害児の家族に対するレスパイトケア [健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

埼玉県が指定する医療機関等に対し、超重症心身障害児※40を日常的に介護する家族の負担を軽

減するためのレスパイトケア※41としての短期入所及び日中一時支援事業に要する費用の一部を助

成します。 

 

現状と課題 

介護者への負担が特に重い超重症心身障害児の家族が利用できる医療型短期入所事業所を確保す

るため、事業所に対し助成を行っています。 

 

今後の方針 

制度周知の方法を随時見直しながら、継続して実施します。 

 

 

② 学齢期の発達障害児を養育する家族への支援 [子ども未来部 発達支援相談センター] 

 

事業（取組）内容 

発達障害及びその疑いのある小・中学生の保護者に対して、障害の特性、対応方法等に関する正

しい理解を深めるための講座を実施します。 

 

現状と課題 

医師、臨床心理士、保育士、特別支援教育コーディネーター、福祉サービス関係者等による講義

を実施しています。 

ニーズの増加及び多様化への対応が課題です。 

 

今後の方針 

発達障害についての更なる理解を進めるため、個々のニーズに即したカリキュラムを検討し、引

き続き講座を実施していきます。 

 

 

  

                                                   
※40 超重症心身障害児 

人工呼吸器を使用する等、医療的ケアを必要とする在宅の重度の知的障害及び重度の肢体不自由が重複し

ている 18 歳未満の者で、定められた項目のスコアの合計が 25 点以上となる者。 
※41 レスパイトケア 

障害者・障害児をもつ親・家族を一定の期間、その障害者・障害児の介護から解放することによって、自

身の時間を過ごしリフレッシュする介護者のための援助。 
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③ 家族介護への支援 [健康福祉部 高齢介護課] 

･･･認知症サポーターの養成 

 

事業（取組）内容 

認知症の人が地域で安心して暮らせるよう、認知症についての正しい知識を身につけ、支援する

「認知症サポーター養成講座」を開催します。 

 

現状と課題 

市民・市職員・警察官等に対して認知症サポーター養成講座を開催しています。 

認知症の高齢者が今後も増加することが見込まれ、対応が課題となっています。 

 

今後の方針 

小・中学校で講座を開催するなど、認知症サポーター養成講座の修了者数の拡大を図り、地域で

見守る体制づくりに努めます。 

 

 

④ 家族介護への支援 [健康福祉部 高齢介護課] 

･･･介護家族会・家族介護教室の実施 

 

事業（取組）内容 

介護の大変さや介護方法などを話し合う場である介護家族会、介護について学ぶ家族介護教室を

開催します。 

 

現状と課題 

介護家族会を月１回、家族介護教室を不定期で開催しています。 

 

今後の方針 

引き続き、介護家族会、家族介護教室を開催し、家族に対しての支援を行います。 

 

 

⑤ 家族教室・家族サロンの実施 [健康福祉部 健康増進課] 

 

事業（取組）内容 

精神障害に対する正しい理解の普及、精神障害者の社会復帰及び社会参加に対する支援の推進の

ため、家族教室、家族サロンを実施します。 

 

現状と課題 

統合失調症とうつ病の人の家族を対象に教室・サロンを開催しています。 

課題として、希望者の増加及び多様化により、対象に応じた教室の内容について検討が必要です。 

 

今後の方針 

関係機関と連携を図りながら、教室の内容や周知方法等、支援について検討していきます。  
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（４）相談支援体制の充実  

障害のある人やその家族に対し、日常生活や社会生活全般を支援するため、必要な情報提供や、

関係機関との連絡調整、必要な助言等を行うことができるよう、相談支援体制の強化・充実を図

ります。 

 

① 障害者生活支援センターの設置 [健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

福祉に関する様々な問題について、障害のある人等からの相談に応じ、必要な情報の提供、障害

福祉サービスの利用支援等を行うほか、権利擁護のために必要な援助を行う、障害者生活支援セン

ター※42を設置します。 

 

現状と課題 

障害福祉サービス利用援助、社会資源活用の支援、社会生活力を高める支援、関係機関の紹介等

を行っています。 

障害者数の増加及び多様化に対し、障害種別や年齢等に応じた対応が必要です。 

このため、相談支援員の人材育成や引き継ぎ等を含めた相談支援体制についての見直しが課題と

なっています。 

 

今後の方針 

相談支援体制の強化について総合的に検討していきます。さらに、相談支援体制の中核を担う機

関として、基幹相談支援センターを設置します。 

 

 

② サービス等利用計画の作成（計画相談支援給付・障害児相談支援給付）  

[健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

福祉サービス等の利用にあたり、サービス等利用計画の作成及びモニタリング※43を実施します。 

 

現状と課題 

特定相談支援事業所において、必要なサービスが適切に利用できるよう、サービス等利用計画の

作成を行っています。 

障害者の態様は多様化しており、個々の目的や課題に応じたサービスを提案する必要があります

が、サービス利用者数に対しての特定相談支援事業所数が少ない状況です。このため、障害者生活

支援センターと同様に、相談支援員に関する人材育成等を含めた相談支援体制の見直しが課題とな

っています。 

 

今後の方針 

相談支援体制の強化について総合的に検討していきます。さらに、相談支援体制の中核を担う機

関として、基幹相談支援センターを設置します。 

 

                                                   
※42 障害者生活支援センター 

障害者からの生活・施設利用・就労等の相談に応じ、必要な助言等を行う施設。 
 
 

※43 モニタリング 

一定期間ごとに定められたサービス等利用計画の見直し。 
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③ 身体・知的障害者相談員の設置 [健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

身体障害者、および知的障害者からの相談に対し、必要な助言を行います。 

 

現状と課題 

地域に根ざした支援として、相談への対応を行っています。 

相談内容が多様化しており、関係機関との情報共有や連携等の協力が必要となります。 

 

今後の方針 

関係機関との情報共有や連携等についての協力を求めながら、引き続き、身近な相談先としての

支援を実施します。 
 

 

④ 子ども・若者相談支援 [子ども未来部 子ども・若者相談センター] 

 

事業（取組）内容 

15～30 歳代を対象（その保護者を含む）として、ひきこもり・ニートなど自立に向けて悩む方々

への相談支援を実施します。 

 

現状と課題 

週 2 回（1 日 5 コマ）子ども・若者相談員（臨床発達心理士）が相談を受けています。 

また広報誌等にて、毎月センターの周知を行っています。 

ハローワーク等自立に向けた機関につながるまでの、中間的な支援の場が少ないことが課題です。 

 

今後の方針 

地域の協力を得ながら積極的な周知活動に努めます。また、関係機関との連携を強化し、事業を

継続します。 

 

 

⑤ 子育て相談の実施 [子ども未来部 子育て支援センター] 

 

事業（取組）内容 

発達に不安を抱えている乳幼児の保護者に対し、面接、電話及びメールによる相談支援業務を実

施します。 

また、子育てに関する講座や月齢に応じた集団遊び等を実施し、育児不安の軽減を図ります。 

 

現状と課題 

発達に不安を抱える保護者支援については、より高い専門性が求められる場合があります。 

また、増加する困難事例に対し、関係機関との連携を強化し、相談支援体制の充実を図る必要が

あります。 

 

今後の方針 

引き続き、関係機関と連携を密にしながら、継続して相談支援を実施していきます。 

また、発達支援に関する研修への参加等を行い、相談支援体制の強化を図ります。 
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⑥ 育児・発達相談の実施 [子ども未来部 発達支援相談センター] 

 

事業（取組）内容 

発達に不安や課題がある乳幼児等の保護者に対し、相談支援を実施します。 

 

現状と課題 

関係機関と連携しながら、相談支援を実施しています。 

発達障害が広く認知されたことに伴い、相談の増加及び早期化への対応が課題です。 

 

今後の方針 

保護者からの希望に応じ、学校への情報提供等、関係機関との連携を強化しながら、継続して相

談支援を実施していきます。 

 

 

⑦ 家庭児童相談室の相談員による相談支援 [子ども未来部 発達支援相談センター] 

 

事業（取組）内容 

18 歳未満の児童の家庭での養育や学校生活における問題について、保護者に対して家庭児童相

談員による相談支援を実施します。 

また、子育てサロンへの参加に加え、保健センターで行われている３歳児健診への出張相談を実

施します。 

 

現状と課題 

相談件数は年々増加しており、相談内容も多岐に渡っているため、相談体制の整備が課題となっ

ています。 

 

今後の方針 

引き続き事業を実施し、多種多様な相談への対応方法について、検討していきます。 

 

 

⑧ 民生委員・児童委員による相談支援 [健康福祉部 福祉総務課] 

 

事業（取組）内容 

民生委員・児童委員による相談支援を実施します。 

 

現状と課題 

民生委員・児童委員に対して、障害に関する情報の提供が不十分であり、また支援の方法につい

ても課題となっています。 

 

今後の方針 

研修会などを通じて、障害に関する理解度の向上を目指すとともに、障害者・障害児に対する支

援の方法等について検討していきます。 

 

  

2018上尾市障害者支援計画.indd   83 2018/03/05   9:50

 

  



第４章　障害者・障害児施策の推進第４章　障害者・障害児施策の推進

84

第４章 障害者・障害児施策の推進 
 

 84 

  
  

⑨ 生活困窮者に対する相談支援 [健康福祉部 生活支援課]  

 

事業（取組）内容 

生活保護法に基づき、生活困窮者に対して扶助費を支給し、健康で文化的な最低限度の生活を支

援するとともに、その自立を助長するよう相談支援業務を行います。 

 

現状と課題 

ケースワーカーが、生活困窮者の個々の状況に応じて扶助費の支給決定に努め、相談業務を行っ

ています。 

相談内容の多様化への対応が課題です。 

 

今後の方針 

引き続き、生活困窮者の生活を支援しながら、その自立を助長します。 

また、ケースワーカーの資質向上のため各種研修へ積極的に参加するとともに、関係部署・機関

との連携を強化しながら、適切な相談業務を推進していきます。 

 

 

⑩ 地域包括支援センターでの総合的な相談支援 [健康福祉部 高齢介護課] 

 

事業（取組）内容 

高齢者、養護者等の総合的な支援のための拠点として、地域包括支援センター※44 を設置し、介

護の要否にかかわらず、幅広く相談にあたります。 

 

現状と課題 

高齢者の増加に伴い、相談件数が年々増加しており、相談内容も多様化しているため、各種相談

に対応した相談支援の体制づくりが課題です。 

 

今後の方針 

地域の高齢者等の相談窓口として円滑に業務が行えるよう、市と各センターとの連携を強化して

いきます。 

 

 

  

※44 地域包括支援センター 

高齢者が住み慣れた地域で、安心してその人らしい生活を継続することができるように、高齢者の生活を支

える役割を果たす総合機関。 
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⑪ 親子への健康教育・相談 [健康福祉部 健康増進課] 

 

事業（取組）内容 

乳幼児の健康の保持及び増進のため、個別又は集団的に必要な指導・助言を行います。 

 

現状と課題 

妊娠・出産や子どもの発育・発達、育児等に関する相談及び教室を開催しています。 

妊婦を対象に行っているプレママ教室の予約数が少ない点が課題です。 

 

今後の方針 

妊娠届出時に個別に情報提供を行う等、周知を強化しながら、継続して実施します。 

 

 

⑫ こころの健康づくり [健康福祉部 健康増進課] 

 

事業（取組）内容 

地域で生活する精神障害者とその家族の支援及び自殺予防を目的に、相談・啓発事業を実施しま

す。 

 

現状と課題 

関係機関と連携しながら実施しています。               

相談件数は増加しています。 

 

今後の方針 

継続して実施します。 

また、自殺対策基本法の改正に基づき、自殺対策推進計画を策定予定です。 

 

 

⑬ 消費者被害の未然防止に対する相談支援 [市民生活部 消費生活センター] 

 

事業（取組）内容 

消費者被害の早期解決や未然防止のため、有資格者の相談員を配置し、市民からの相談に対し助

言・斡旋等を行います。 

 

現状と課題 

近年、複雑化かつ多様化した消費生活相談に対応するため、相談支援体制の更なる強化が必要と

なっています。 

 

今後の方針 

障害者からの相談について、状況に応じ関係各所と連携を図っていきます。44 

 

  

                                                   
44  
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⑭ 児童生徒への教育相談 [学校教育部 教育センター] 

 

事業（取組）内容 

小・中学校の児童生徒とその保護者に対し、相談支援を実施します。 

 

現状と課題 

教育相談（電話相談、面接相談、訪問相談）を実施し、不登校、性格・行動、学習・発達、精神・

身体症状、障害等について、相談支援を実施しています。 

相談回数が増加しており、その対応が課題です。 

 

今後の方針 

相談事業の充実を図り、継続して実施します。 

また、相談体制を工夫するとともに、今後も本人に寄り添った相談支援を続けていきます。 

 

 

⑮ 就学前相談の実施 [学校教育部 教育センター] 

 

事業（取組）内容 

就学前の幼児の保護者に対して、就学に関する相談支援を充実させるため、専門機関としての機

能を充実させ、各種相談事業を推進します。 

 

現状と課題 

発達に不安や課題のある就学前の幼児の保護者に対し、必要に応じて発達検査を実施し、その結

果に基づき、支援体制の充実を図っています。 

今後、発達検査を実施可能な職員の増員が課題です。 

 

今後の方針 

相談事業の充実を図り、継続して実施します。 

また、学校の長期休業期間中に研修等を行い、発達検査を実施可能な職員を育成していきます。 
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（５）市からの情報提供の充実 

障害のある人が、市からの情報を円滑に受け取ることができるよう、広報誌、Webサイト等

の作成に配慮します。 

 

① 声の広報等の発行 [市長政策室 広報広聴課] 

 

事業（取組）内容 

アクセシビリティ※45に配慮した広報活動を実施します。 

 

現状と課題 

視覚障害者向けに『声の広報』を作成しています。 

また、視覚・色覚障害者に配慮した Web サイトを作成しています。 

聴覚障害者を対象に、メール、ファクスによる防災行政無線情報の提供を行っています。 

潜在的なニーズに対し、周知を図っていくことが課題です。 

 

今後の方針 

関係部署と連携を図りながら、さらに周知を進め、継続して実施します。 

 

 

② 声の議会だよりの発行 [議会事務局 議事調査課] 

 

事業（取組）内容 

視覚障害者向けに、議会だよりのデイジー図書※46を作成し、『声の議会だより』として希望者に

貸し出します。 

 

現状と課題 

登録者が少なく、更なる周知が必要です。 

 

今後の方針 

周知方法について検討していくとともに、継続して実施します。 

 

  

                                                   
※45 アクセシビリティ 

年齢や障害の有無に関係なく、誰でも必要とする情報に簡単にたどり着け、利用できること。 
 

※46 デイジー図書 

視覚障害などで活字の読みが困難な人のために製作されるデジタル図書。 
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（６）人材育成の推進 

障害者・障害児及びその保護者を地域で支えるための人的基盤を強化します。 

 

① 上尾市・伊奈町地域自立支援協議会の設置 [健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

障害者総合支援法に基づき、地域の障害福祉に関する体制整備の中核的な役割を果たし、また、

地域の実情に応じた課題を検討するための場として、地域自立支援協議会※47 を設置しています。 

 

現状と課題 

各部会を設けて、問題解決、課題の把握等を行っています。 

また、地域全体のスキルアップのため、講演会や事業所の見学会などを行っています。 

協議会での議論の内容を、市の施策にどう反映させていくかが課題となっています。 

 

今後の方針 

引き続き活動を実施していきます。また、協議会の意見を市の施策に反映させていく仕組み作り

について検討していきます。 

 

 

② 市職員に対する研修 [総務部 職員課] 

 

事業（取組）内容 

障害福祉に関する専門的人材の育成をします。 

 

現状と課題 

人材育成のため、自主研修グループへの助成や合同研修に職員を派遣する等、専門的人材の育成

に努めています。 

 

今後の方針 

引き続き、自主研修グループに対する助成や研修への派遣を行っていきます。 

 

 

  

※47 地域自立支援協議会 

障害者等への支援の体制の整備を図るため、関係機関、関係団体並びに障害者等及びその家族並びに障害者

等の福祉、医療、教育又は雇用に関連する職務に従事する者その他の関係者により構成される協議会。 
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③ 市役所における専門的人材の確保 [総務部 職員課] 

 

事業（取組）内容 

障害福祉を支える専門的人材を確保します。 

 

現状と課題 

職員配置計画に基づき、社会福祉士、精神保健福祉士、保健師、看護師、栄養士、保育士等の専

門的人材の確保に努めています。 

例年、職員採用試験への応募者数が少ないことが課題です。 

 

今後の方針 

専門職の業務内容の紹介を含めた職員採用情報について、広報活動をさらに積極的に行っていき

ます。 

 

 

④ 保育所職員の発達障害に関する資質の向上 [子ども未来部 保育課] 

  

事業（取組）内容 

市立保育所職員の資質向上を図るため、発達障害に関する研修、発達支援サポーター研修、発達

支援マネージャー研修等の研修に参加します。 

また、職員間で学習会を実施します。 

 

現状と課題 

各種研修会に参加し、資質の向上を図りました。 

また、障害児保育担当者で学習会を実施し、共有を図りました。 

障害児保育に対するニーズの高まりにより、研修の更なる充実が課題です。 

 

今後の方針 

各種研修会に積極的に参加していくとともに、学習会の拡充を図り、質・量の充実を検討してい

きます。 
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⑤ 幼稚園職員への発達障害研修の実施 [子ども未来部 発達支援相談センター] 

 

事業（取組）内容 

市内の幼稚園職員に対して、発達障害についての知識と具体的な関わり方などを学んでもらうた

めの研修を実施します。 

 

現状と課題 

臨床心理士による講義を行っており、約半数の幼稚園職員が参加しました。 

発達障害やその支援方法についての知識を、より多くの幼稚園職員に対し周知していくことが課

題です。 

 

今後の方針 

より参加者が増えるよう、周知方法等を検討していきます。 

 

 

⑥ 協働のまちづくり推進事業 [市民生活部 市民活動支援センター] 

 

事業（取組）内容 

市民活動団体と行政との協働を推進していくため、協働によるまちづくりの規範となる事業を展

開する市民活動団体へ補助を行っています。 

 

現状と課題 

行政だけでは解決できない施策について、市民活動団体と連携して解決しています。 

市が実施する事業と団体のマッチングが課題です。 

 

今後の方針 

市民活動団体と行政との協働を推進していくため、周知を進めながら、継続して実施します。 
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５ 療育・教育体制の充実（基本目標４） 

（１）療育の充実 

障害児が充実した生活を送ることができるよう、精神的・身体的な発達を促進します。 

 

① 市立保育所における障害児保育の実施 [子ども未来部 保育課] 

 

事業（取組）内容 

各市立保育所において障害児保育を実施します。 

 

現状と課題 

障害児保育実施のために、必要な保育体制を整備していくことが課題です。 

 

今後の方針 

発達支援相談センター及びつくし学園と連携を図り、統合保育の実施について検討していきます。 

 

 

② 保育要録の作成及び提供 [子ども未来部 保育課] 

 

事業（取組）内容 

小学校就学に際し、入所児童の保育要録を作成し、学校へ提供します。 

 

現状と課題 

保育要録の作成に関する研修会を実施しました。 

一貫した支援のため、小学校に保育要録を送付する際に、面談や情報交換会への参加を行い、円

滑な連携を図っています。 

 

今後の方針 

今後も関係機関と連携しながら継続して実施します。また、引き続き研修会を行っていきます。 
47 

 

  

                                                   
47  
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③ 親子教室・心理相談の実施 [子ども未来部 発達支援相談センター] 

 

事業（取組）内容 

発達に不安や課題のある乳幼児と保護者を対象に、子どもの健やかな発達や保護者の育児不安の

軽減を図るため、集団遊びや個別指導、学習会、施設見学などを実施しています。また、臨床心理

士による心理相談を行っています。 

 

現状と課題 

親子教室、心理相談を行っています。 

親子教室の利用者は増加傾向にあり、利用者及び利用希望者の増加への対応が課題です。 

 

今後の方針 

関係機関との連携を図りながら事業を行い、引き続き、発達の状況に応じたクラス運営を行って

いきます。 

 

 

④ 発達訓練や相談の充実 [子ども未来部 発達支援相談センター]  

 

事業（取組）内容 

発達に不安や課題のある乳幼児及び小・中学生に対して、よりよい発達を支援するため、理学療

法士、作業療法士、言語聴覚士、臨床心理士による訓練及び相談を実施します。 

作業と言語は就学前までの幼児を対象とし、心理は小学生まで、理学は中学生までを対象として、

相談支援を行っています。 

 

現状と課題 

理学、作業及び言語、心理に関する訓練及び相談を実施しています。なお、平成 27 年度から、

学齢期の理学訓練・相談の対象を中学生まで拡大しています。 

利用者は年々増加しており、利用者の増加に対応できるような体制整備が課題となっています。 

 

今後の方針 

引き続き事業を実施し、家庭でできることを助言しながら、発達の支援を行っていきます。 

学校等関係機関との連携を強化しながら、継続して相談支援を実施していきます。 
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⑤ つくし学園運営事業 [子ども未来部 発達支援相談センター] 

 

事業（取組）内容 

発達に不安や課題のある幼児（重複障害児・重症心身障害児※48を含む）について、療育・保育

を行い、発達の促進を図ります。 

 

現状と課題 

利用希望者と医療行為が必要な幼児が増加しており、その対応が課題となっています。 

 

今後の方針 

つくし学園分室と連携を図りながら、発達支援を必要とする幼児に対して、通所先の確保と療育

の充実に努めます。 

 

 

⑥ つくし学園分室運営事業 [子ども未来部 発達支援相談センター] 

 

事業（取組）内容 

発達に不安や課題のある幼児（重複障害児・重症心身障害児を含む）について、療育・保育を行

い、発達の促進を図ります。 

 

現状と課題 

利用希望者と医療行為が必要な幼児が増加しており、その対応が課題となっています。 

 

今後の方針 

つくし学園と連携を図りながら、発達支援を必要とする幼児に対して、通所先の確保と発達を促

す療育の充実に努めます。 

 

 

  

                                                   
※48 重症心身障害児 

重度の知的障害及び重度の肢体不自由が重複している児童。 
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⑦ 保育所等訪問支援事業 [子ども未来部 発達支援相談センター] 

 

事業（取組）内容 

保護者の申請に基づき、訪問支援員が保育所や幼稚園を訪問し、発達支援の必要な児童がよりス

ムーズに集団生活に適応できるよう、保育士に対し個別の専門的な助言等を行います。 

 

現状と課題 

幼稚園や保育所等への訪問を実施しています。 

アウトリーチ※49 の手法を用いた支援が特徴であり、利用者は年々増加しています。また、受け

入れ側への周知と理解促進が課題となっています。 

 

今後の方針 

増加するニーズに対応するため、体制を整備していきます。 

 

 

⑧ 発達支援専門員巡回事業 [子ども未来部 発達支援相談センター] 

 

事業（取組）内容 

専門員が保育所・幼稚園・学童保育所を巡回し、保育士等に対して、発達が気になる子どもやそ

の保護者の支援方法について助言・指導を行います。 

 

現状と課題 

保育所・幼稚園・学童保育所に専門員を派遣し、助言、指導を実施しています。 

アウトリーチの手法を用いた支援が特徴であり、ニーズの増加に対応できるような体制の整備が

課題となっています。 

 

今後の方針 

引き続き事業を実施し、発達が気になる子どもに対する早期支援に努めていきます。 

また、増加するニーズに対応できるように検討していきます。 

 

 

  

※49 アウトリーチ 

援助が必要であるにもかかわらず、自発的に申し出をしない人々に対して、公共機関などが積極的に働きか

けて支援の実現をめざすこと。 
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⑨ 学童保育所における障害児の受け入れ [子ども未来部 青少年課] 

 

事業（取組）内容 

学童保育所における障害児の受け入れを推進します。 

障害児を受け入れている学童保育所について、専門知識を有する支援員の配置に必要な費用の助

成、また、支援員の研修参加を推進します。 

 

現状と課題 

学童保育所において障害児を受け入れ、支援員の追加配置に必要な費用を助成しています。 

また、県主催障害児担当支援員研修会への参加を推進しています。必要な支援員の更なる確保が

課題です。 

 

今後の方針 

国の制度を勘案し、支援員の追加配置に必要な費用の助成等を継続して実施し、支援員の確保に

努めます。 

 
49 
50 

  

                                                   
49  
50  
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（２）教育体制の充実 

インクルーシブ教育の理念のもと、専門性の高い教育環境を構築して、障害児の教育に努めま

す。 

 

① 市立幼稚園の運営 [教育総務部 教育総務課] 

 

事業（取組）内容 

幼稚園に在籍する障害のある幼児の保護者に対し必要な情報提供等を行うとともに、障害のある

幼児の教育機会の確保に配慮していきます。 

 

現状と課題 

園児の就園状況、進級状況を加味しながら、障害のある幼児の教育のため、アッピースマイルサ

ポーター※50 の配置等を行っています。 

随時関係各課との連携をとりながら実施することが必要です。 

  

今後の方針 

引き続き、幼稚園に在籍する障害のある幼児の保護者に対し、必要な情報提供等を行うとともに、

ノーマライゼーションの理念に即し、障害のある幼児の入園に配慮していきます。 

 

 

② 図書館の利用支援 [教育総務部 図書館] 

･･･点字及び録音資料等の郵送や来館での貸出 

 

事業（取組）内容 

点字、録音資料（デイジー図書・雑誌）及び音楽 CD について、郵送や来館での貸出を実施しま

す。 

 

現状と課題 

録音資料の貸出件数は増加しています。サービスについて更なる周知が課題です。 

 

今後の方針 

引き続きサービスについての情報を発信し、周知を図っていきます。 

 

 

  

※50 アッピースマイルサポーター 

市立幼稚園、小学校、中学校において、障害のある児童等が在籍する学級に対し、生徒指導の充実と健全

な学級運営を図るために配置される支援員。 
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③ 図書館の利用支援 [教育総務部 図書館] 

･･･図書館音訳者※51による対面朗読及び録音資料作成 

 

事業（取組）内容 

図書館音訳者が、活字による読書が困難な人に、希望する図書を直接読む、対面朗読サービスを

行います。また、録音資料製作のための音訳者養成講座を実施し、図書館音訳者を養成し、録音資

料を製作します。 

 

現状と課題 

対面朗読サービスは定期的に利用されていますが、今後も継続した周知が必要です。 

今後、幅広い録音資料を製作するため、図書館音訳者の技術の維持が課題です。 

 

今後の方針 

引き続きサービスについての情報を発信するとともに、事業を継続して実施します。また、図書

館音訳者の技術維持のためのフォロー方法を検討するとともに、利用者ニーズに応じた録音資料を

計画的に製作していきます。 

 

 

④ 図書館の利用支援 [教育総務部 図書館] 

･･･宅配サービスの実施 

 

事業（取組）内容 

図書館への来館が困難な方に、宅配サービスを実施します。 

 

現状と課題 

図書館への来館が困難な方に対し、希望する図書・雑誌や音楽 CD 等を宅配し、回収を行ってい

ます。利用者数は増加傾向にあり、対応が課題です。 

 

今後の方針 

宅配サービスの周知を図るとともに、運営体制について検討を進めていきます。 

 

 

  

                                                   
※51 図書館音訳者 

視覚障害など通常の活字資料の利用が困難な図書館利用者のために、活字資料を音声化する技術を有する者。 
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⑤ さわやかスクールサポート事業 [学校教育部 学務課] 

 

事業（取組）内容 

市立幼稚園・小学校・中学校における特別支援教育の充実と、障害のある幼児、児童及び生徒を

支援するために、支援員を配置します。 

 

現状と課題 

アッピースマイルサポーターの配置により、一人一人の発達段階に応じた指導や支援を行い、幼

稚園・小学校・中学校の連携や地域行事、公開行事等に積極的に取り組み、子どもたちの安定した

教育環境、園生活の充実を図りました。 

支援員の確保が課題となっています。 

 

今後の方針 

引き続き、アッピースマイルサポーターを配置します。 

 

 

⑥ 小・中学校特別支援学級設置事業 [学校教育部 学務課] 

 

事業（取組）内容 

市内小学校全校に特別支援学級を設置しています。また、６地区の中学校に特別支援学級を設置

しています。 

 通級指導教室（さわやか教室、ことばの教室）を小・中学校に拠点校として設置しています。 

 

現状と課題 

市内 22 の小学校及び６地区の中学校（６校）へ特別支援学級を設置しました。また、小学校２

校及び中学校２校に通級指導教室を設置しました。 

中学校特別支援学級の追加設置について検討していくことが課題です。 

 

今後の方針 

新たな障害種別の特別支援学級の設置、また、中学校への追加設置について計画していきます。 
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⑦ 進学時における関係機関との連携強化 [学校教育部 指導課] 

 

事業（取組）内容 

幼稚園や保育所から小・中学校などへ進学する際、障害のある幼児、児童及び生徒に対する配慮

が途切れないよう、関係各機関の連携強化を推進します。 

  

現状と課題 

幼稚園や保育所から小・中学校まで一貫した支援を行うため、異校種の教員が合同研修会や情報

交換会を綿密に行い、円滑な接続を図っています。 

 

今後の方針 

各研修会や、情報交換会を継続します。 

特別支援教育コーディネーターを交えて支援計画や指導計画、配慮事項の伝達を行い、障害

の特性を理解し、適切な支援ができるように幼稚園や保育所及び小・中学校の連携を更に強化

します。 

 

 

⑧ 市立幼稚園における教育相談の実施 [学校教育部 指導課] 

 

事業（取組）内容 

市立幼稚園における特別支援教育の充実と障害のある幼児の教育的ニーズに応えるため、教育相

談を実施します。 

 

現状と課題 

市立幼稚園において、特別支援教育コーディネーターの育成を行い、組織的に教育相談を実施し

ています。 

特別支援教育リーフレットを配布し、保護者への特別支援教育の啓発を行っています。 

 

今後の方針 

市立幼稚園での教育相談や特別支援教育リーフレットの配布を継続して実施します。 
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⑨ 児童生徒一人一人に応じた支援の充実 [学校教育部 指導課] 

･･･通級による指導の充実 

 

事業（取組）内容 

通常の学級に在籍する児童生徒が、障害に応じて特別な指導を受ける「通級による指導」の充実

を図るとともに、担当教員に対する指導方法等の研修を充実します。 

 

現状と課題 

発達障害・情緒障害や難聴・言語障害等に関する指導方法の研修会を毎年実施して、担当教員の

指導力の向上を図っています。 

専門性の高い教員の育成が課題です。 

 

今後の方針 

発達障害・情緒障害や難聴・言語障害等に関する指導方法の研修会を継続して実施します。 

 

 

⑩ 児童生徒一人一人に応じた支援の充実 [学校教育部 指導課] 

･･･特別支援教育コーディネーターによる相談体制の充実 

 

事業（取組）内容 

特別支援教育コーディネーターが中心となり、通常学級で発達障害のある児童生徒の保護者が学

校に相談しやすい体制づくりと、組織として適切に保護者への対応ができるよう、校内委員会の充

実を図ります。 

 

現状と課題 

各小・中学校で特別支援教育コーディネーターを指名するとともに、年 3 回の研修会の中で、校

内支援体制の重要性とコーディネーターの具体的な役割、ケース会議の実際について共通理解を図

っています。 

 

今後の方針 

各校での更なる体制整備を進めます。 

特別支援教育コーディネーター研修会の研修内容を充実させていきます。 
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⑪ 児童生徒一人一人に応じた支援の充実 [学校教育部 指導課] 

･･･発達障害についての研修及び巡回相談の実施 

 

事業（取組）内容 

発達障害に対する教職員の理解を深めるため校内の支援体制を整備するとともに、一人一人に応

じた指導方法等について研修の充実を図ります。 

 

現状と課題 

特別な支援を必要とする児童生徒に対応するため、小・中学校で設置している校内委員会を定期

的に開催しています。 

様々な障害及び障害者に対する理解と認識を深めるため、特別支援教育コーディネーター研修会

や特別支援学級等担当者研修会を毎年６回開催しています。 

特別支援学校のセンター的機能を活用し、全ての小・中学校が毎年、巡回相談を実施し、指導方

法の工夫改善を図っています。 

 

今後の方針 

各校の校内委員会を充実させ、特別な支援を必要とする児童生徒に対応できる組織力を高めてい

きます。 

巡回相談を継続的に行い、個に応じた指導方法の充実を図ります。 

 

 

⑫ 児童生徒一人一人に応じた支援の充実 [学校教育部 指導課] 

･･･全ての教職員への更なる研修の充実・強化 

 

事業（取組）内容 

特別支援教育に関わる教職員だけではなく、幼稚園や小・中学校の全ての教職員が、さまざまな

障害及び障害者に対する理解と認識を一層深めるよう、研修の充実・強化を進めます。  

 

現状と課題 

教職員を対象とした「障害のある児童生徒への指導支援の在り方」について、理解と認識を深め

られる内容の研修を実施しています。 

 

今後の方針 

「障害のある児童生徒への指導支援の在り方」について学べる研修を継続して実施します。 
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⑬ 児童生徒一人一人に応じた支援の充実 [学校教育部 指導課] 

･･･指導計画作成のための研修 

 

事業（取組）内容 

障害のある児童生徒が適切な教育的支援を受けられるよう、個別の指導計画や教育支援計画を作

成するとともに、相談技術向上のための研修の充実を図ります。 

 

現状と課題 

特別支援教育に関するグループ協議等を意図的に取り入れた特別支援教育に関する研修会を毎年

３回実施しています。 

また、特別支援学校の特別支援教育コーディネーターを講師に招き、個別の指導計画や教育支援

計画についての講義を受けています。 

専門性の高い教員の育成が課題となっています。 

 

今後の方針 

個別の指導計画や教育支援計画の有効活用を目指します。 

 

 

⑭ 児童生徒一人一人に応じた支援の充実 [学校教育部 指導課] 

･･･特別支援学級についての理解の促進 

 

事業（取組）内容 

特別支援教育に対して、特別支援学級設置校と未設置校、特別支援学級担当教員と通常学級担当

教員と保護者とがそれぞれ共通認識をもつよう、各学校での連携を推進します。 

 

現状と課題 

学校間の連携を進めていくため、事例検討や情報を共有するための特別支援教育に関する研修会

を毎年実施しています。 

学校便りや保護者会等で保護者への特別支援教育に対する理解と啓発を図っています。 

 

今後の方針 

研修会等の充実を図っていきます。また、保護者への啓発を推進します。 
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⑮ 児童生徒一人一人に応じた支援の充実 [学校教育部 指導課] 

･･･医療的ケア児※52への対応と支援 

 

事業（取組）内容 

医療的ケアが日常的に必要な児童生徒に的確な支援ができるよう、教職員の確保・育成を検討し

ます。 

 

現状と課題 

各小・中学校において、養護教諭や生徒指導・教育相談担当が中心となり、心身のケアについて

組織的に支援しました。 

保護者と学校が連携し、学校においての的確な対応・支援ができるよう体制整備を図っています。 

 

今後の方針 

医療的ケアの必要な児童生徒に的確に支援ができる体制づくりの更なる推進を図ります。 

 

 

⑯ 障害のある幼児や家族に対する就学支援の充実 [学校教育部 教育センター]  

 

事業（取組）内容 

障害のある幼児や家族に対する相談機能や、専門機関としての機能の充実を図ります。 

また、保護者との相談を基に、関係機関との連携を図り、一人一人の教育的ニーズに応じた就学

先を専門的な領域から判断し、保護者と合意形成を図った上で就学先を決定します。 

 

現状と課題 

障害のある子ども、障害の疑われる子どもやその家族に就学前相談や情報提供を行っています。

また、つくし学園・発達支援相談センターの就学相談保護者説明会を実施しています。 

保護者説明会について、今後さらに充実させていくことが課題です。 

 

今後の方針 

相談事業の充実を図り、継続して実施します。 

また、特別支援教育に関する情報提供や、保護者説明会の方法と頻度について検討していきます。 

 

 

  

                                                   
※52 医療的ケア児 

医学の進歩を背景として、ＮＩＣＵ等に長期入院した後、引き続き人工呼吸器や胃ろう等を使用し、たんの

吸引や経管栄養などの医療的ケアが日常的に必要な障害児。 
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⑰ 障害のある児童生徒に対する就学支援の充実 [学校教育部 教育センター] 

 

事業（取組）内容 

小・中学校の通常の学級で学ぶ児童生徒を含め、障害のある児童生徒に対する就学支援のあり方

について、本人や保護者の意思を尊重しながら検討を進めます。また、「支援籍」の普及を図り、

障害のある児童生徒と障害のない児童生徒が共に学ぶ環境づくりを推進します。 

 

現状と課題 

障害の状態、本人の教育的ニーズ、本人や保護者の意見、専門家の意見等を踏まえた総合的な観

点から就学先を検討するため、就学支援委員会を開催しています。 

特別支援学校 6 校に在籍する児童生徒が上尾市の小・中学校の通常の学級で学習を行い、障害の

ある児童生徒と障害のない児童生徒が共に学ぶ環境づくりを推進しています。 

 

今後の方針 

就学支援委員会・支援籍について、継続して実施します。 

また、児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じた相談及び支援体制の充実を推進します。 

 

 

⑱ 教育相談体制の充実 [学校教育部 教育センター] 

 

事業（取組）内容 

教育センターや特別支援学級で行っている教育相談体制の充実を図るとともに、特別支援学級の

機能を充実・強化します。 

また、福祉、医療、保健及び就労等の関係機関との連携を強めます。 

 

現状と課題 

教育相談体制の充実と関係機関との連携の強化を目指して、特別支援学校の特別支援教育コー  

ディネーターを講師に招き、相談体制・支援・関係機関との連携について各校での校内研修（巡回

相談）を行っています。 

 

今後の方針 

巡回相談を継続して実施します。また、必要に応じて回数を増やしていきます。 
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⑲ アッピースマイルサポーターと特別支援学級補助員の資質向上 

[学校教育部 教育センター] 

 

事業（取組）内容 

市立幼稚園、小学校、中学校のアッピースマイルサポーターと特別支援学級補助員の配置に合わ

せて、支援員と児童生徒との望ましい関わり方の研究を進めます。 

 

現状と課題 

アッピースマイルサポーター研修会・特別支援学級補助員研修会を年間 9 回実施し、教職員の指

導力や資質の向上を図っています。 

 

今後の方針 

アッピースマイルサポーター研修会・特別支援学級補助員研修会を継続して実施します。 
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6 地域社会への参加促進（基本目標５） 

（１）外出手段の確保 

障害者・障害児が積極的に社会に参加できるよう、外出手段の確保を支援します。 

 

① 福祉タクシー券の交付・自動車燃料費の助成 [健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

在宅の重度障害者・重度障害児に対し、社会参加の促進や日常生活の援助を目的に、福祉タクシ

ー券の交付、又は自動車燃料費の助成を行います。 
 

現状と課題 

単独での移動が困難な方への助成であり、確実な制度周知を行っていく必要があります。 

 

今後の方針 

継続して実施します。また、広報誌や Web サイト等を活用し、確実な制度周知を行っていきます。 
 

 

② リフト付車両の運行（ふれあい号）[健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

在宅の重度肢体障害者の利便を図るため、車いす利用者が乗降できる専用車（リフト付車両「ふ

れあい号」）の運行を行います。 

 

現状と課題 

登録者数は増加しており、特に公共交通機関の利用が難しい、車いすを常時利用する身体障害者

の移動手段として活用されています。 

確実な制度周知を行っていく必要があります。 

 

今後の方針 

制度周知について随時見直しながら継続して実施します。 
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③ 自動車運転免許取得費の助成 [健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

障害者の就労その他の社会参加を促進することを目的として、普通自動車運転免許の取得に要す

る費用の一部を助成します。 

 

現状と課題 

障害者手帳の所持者に対して、普通自動車運転免許の取得に要する費用について助成を行ってい

ます。 

確実な制度周知を行っていく必要があります。 

 

今後の方針 

制度周知について随時見直しながら継続して実施します。 

 

 

④ 自動車改造費の助成 [健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

身体障害者の社会参加の促進を図るため、就労等に伴い自動車を利用する場合において、当該自

動車の改造に要する費用を助成します。 

 

現状と課題 

身体障害者の自動車運転を可能とする自動車改造について、その費用の一部を助成しています。 

確実な制度周知を行っていく必要があります。 

 

今後の方針 

制度周知について随時見直しながら継続して実施します。 

 

 

⑤ 市内循環バスの利用料の免除 [市民生活部 交通防犯課]  

 

事業（取組）内容 

市内循環バス“ぐるっとくん”の利用にあたり、障害者手帳所持者及び介護者の利用料金を減免

します。 

 

現状と課題 

多くの利用者があり、障害者・障害児の移動を支援しています。 

対象者への継続した周知及び支援が必要です。 

 

今後の方針 

引き続き、周知に努めながら、継続して実施していきます。 
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（２）ユニバーサルデザイン・バリアフリー化の推進 

建築物、道路・公園等の公共施設について、バリアフリー化を進めるとともに、ユニバーサル

デザインの視点を取り入れ、誰もが安心して快適に生活できる環境を整備します。 

 

① 公共施設等におけるバリアフリー化の推進 [行政経営部 施設課] 

 

事業（取組）内容 

バリアフリー化の義務付け以前に建設された既存の公共建築物について、エレベーター、多機能

トイレ（オストメイト※53 対応を含む）、スロープの設置等、市民の利用実態を踏まえながらバリア

フリー化を推進します。 

 

現状と課題 

公共施設の用途に合わせ、新築及び改修時にエレベーター、多機能トイレ等を整備しています。 

 

今後の方針 

今後もバリアフリー化を継続して実施します。 

 

 

② 公共交通機関におけるバリアフリー化の推進 [市民生活部 交通防犯課] 

 

事業（取組）内容 

ノンステップバス※54 導入補助及び内方線付き点状ブロック※55 設置への補助を行います。 

また、ホームドアの設置等要望を行っていきます。 

 

現状と課題 

上尾駅、北上尾駅については内方線付き点状ブロックを設置しました。ホームドアは未設置であ

り、駅ホーム上の安全確保が課題です。 

 

今後の方針 

鉄道会社へのホームドア設置についての要望を、継続して行っていきます。 

 

 

  

※53 オストメイト 

様々な病気や事故などにより、腹部に排泄のためのストーマ（人工肛門・人工膀胱）を造設した人。 
※54 ノンステップバス 

出入口の段差を無くす等、容易に乗降できるようにした低床型バス。 
※55 内方線付き点状ブロック 

点状ブロックの内側に、安全側を示す１本線が追加された点状ブロック。視覚障害者が方向を見失った場合

に、ホームの内側と外側を区別できなくなることを避けるなどの利点がある。 
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③ 放置自転車対策 [市民生活部 交通防犯課] 

 

事業（取組）内容 

上尾駅及び北上尾駅（放置自転車禁止区域）の放置自転車の撤去の実施、自転車利用者に対する

駐輪マナーの指導、点字ブロックの上に放置されている自転車や通行の支障となる放置自転車の整

理を実施します。 

 

現状と課題 

放置自転車を無くすために、関係課や関係機関との連絡を密にし、市民への自転車安全利用への

マナー啓発を推進します。 

 

今後の方針 

放置自転車の撤去及び指導等について、継続して実施します。 

 

 

④ 上尾市バリアフリー基本構想の推進 [都市整備部 都市計画課] 

 

事業（取組）内容 

「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（バリアフリー新法）」に基づき、ま

ちのバリアフリー化を一体的、計画的に推進するための「バリアフリー基本構想」を策定します。 

 

現状と課題 

バリアフリー基本構想策定に向けた調査研究の実施及び整備体制の検討を継続して行っています

が、基本構想の策定には関係各課との調整が必要です。 

 

今後の方針 

庁内の連携を図りながら策定に向けた検討を進めます。 

 

 

⑤ バリアフリーマップの作成 [都市整備部 建築安全課]  

 

事業（取組）内容 

市内の公共施設、道路等のバリアフリー化の実態を把握し、障害者等の外出を支援するための情

報提供を目的とした「バリアフリーマップ」の作成について検討します。 

 

現状と課題 

埼玉県の Web サイト内に、上尾市を含めた県内のバリアフリー情報として、「観光バリアフリー

マップ」、「オストメイト JP」が掲載されています。 

 

今後の方針 

「バリアフリーマップ」の作成について検討していきます。また、埼玉県や市民団体が作成した

地図の周知を行っていきます。 
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⑥ 上尾市福祉のまちづくり条例の制定 [都市整備部 建築安全課] 

 

事業（取組）内容 

「埼玉県福祉のまちづくり条例」を踏まえて、よりきめ細かな市独自の福祉のまちづくり条例等

の制定について検討します。 

 

現状と課題 

「埼玉県福祉のまちづくり条例」があり、関係法として平成18年に「高齢者、障害者等の移動

等の円滑化の促進に関する法律」、また、平成21年には「埼玉県高齢者、障害者等が円滑に利用

できる建築物の整備に関する条例」が施行されました。 

さらに、平成 29 年には「高齢者、障害者の円滑な移動に配慮した建築設計標準」の改正が行わ

れ、それらの法律・条例を踏まえた検討を行っています。 

 

今後の方針 

条例等の制定について検討を継続していきます。 

 

 

⑦ 公共施設設計等のバリアフリー化の推進 [都市整備部 建築安全課] 

 

事業（取組）内容 

公共施設設計等の技術的課題や法制度に基づく市の課題について、市と市民との対話・意見交換

の場を定期的に開き、障害者をはじめ市民ニーズにきめ細かく的確に対応した、バリアフリー施策

のスパイラル・アップ（継続的な改善）を図ります。 

 

現状と課題 

障害者関係団体との懇談の場等で市民のニーズを把握し、対応に努めています。 

 団体との更なるネットワークの構築が課題となっています。 

 

今後の方針 

継続して市民からの意見を把握する機会を設けるよう努めていきます。 
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⑧ 「埼玉県福祉のまちづくり条例」による指導 [都市整備部 建築安全課] 

 

事業（取組）内容 

「埼玉県福祉のまちづくり条例」により届け出が義務付けられている建築物等について、届け出

の指導徹底を図ります。整備基準に適合した設計とするよう協力要請を行います。 

 

現状と課題 

「埼玉県福祉のまちづくり条例」に基づき、届け出の指導や設計者との協議を行っています。強

制力がなく、適合する建築物の割合を増加させることが課題です。 

 

今後の方針 

「埼玉県福祉のまちづくり条例」への適合建築物の割合の向上を目標とし、指導や協議を継続し

て実施します。 

 

 

⑨ 都市公園等の管理運営 [都市整備部 みどり公園課] 

  ･･･都市公園等のバリアフリー化 

 

事業（取組）内容 

市管理の都市公園等を効率的に管理するため、指定管理者に委託し、公園の維持管理を行ってい

ます。 

 

現状と課題 

公園施設の老朽化が進み、安全対策の強化が求められており、公園のリニューアル、バリアフリ

ー化、防犯対策等、市民からの多種多様な要望への対応が課題です。 

 

今後の方針 

園内の段差の解消や点字ブロックの設置等について、市民の利用実態を踏まえながら整備してい

きます。 

 

 

⑩ 幼稚園・小学校・中学校の管理運営 [教育総務部 教育総務課]  

 

事業（取組）内容 

市立幼稚園、小学校、中学校におけるバリアフリー化を進めるため、スロープの設置や、多機能

トイレへの改修等を推進します。 

 

現状と課題 

園児、児童及び生徒の就園状況、進級状況を加味しながら、バリアフリー化を進めています。 

 

今後の方針 

引き続き、幼稚園、小学校、中学校、教育センター等と協力して、バリアフリー化を図っていき

ます。 
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（３）社会参加の促進 

障害のある人の地域社会への参加、人との交流を支援するため、文化活動・スポーツ活動等、

様々な機会を提供します。 

 

① ピアサポート体制の充実 [健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

障害者がお互いに助け合うピアサポーターの養成について支援し、障害者の社会参加を促進しま

す。 

 

現状と課題 

ピアサポート※56 講座を、障害のある人に限らず広く市民向けに開催し、ピアサポーターの養成

について支援しています。 

講座には毎年一定数の参加があり、養成後の活動の場の確保についての取組が必要となります。 

 

今後の方針 

ピアサポーターの養成について継続して実施します。 

また、実施内容について、随時見直しながら検討していきます。 

 

 

② 地域活動支援センターの設置 [健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

主に身体障害者の活動の場である「ふれあいハウス」「あけぼの」に加え、精神障害者の活動の場

である「杜の家」を、地域活動支援センターとして設置しています。 

 

現状と課題 

地域生活の支援を希望する障害者に対して、活動の場の提供、サービスについての情報提供等を

行っています。 

利用者の対応が多様化しており、複雑な事例が増えています。 

 

今後の方針 

関係機関及び障害福祉サービス事業所との連携を深め、複雑な事例への対応や、安定した事業運

営に努めていきます。 

 

 

  

※56 ピアサポート 

同じ課題や環境を体験する人がその体験から来る感情を共有することで、専門職による支援では得がたい安

心感や自己肯定感を得られること。 
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③ 障害者スポーツへの参加の促進 [健康福祉部 障害福祉課]  

 

事業（取組）内容 

障害者スポーツに関する情報提供やスポーツ大会へのボランティア参加を促し、また、障害者ス

ポーツ支援のため、ふれあいピック（春季・秋季）等の周知を行います。 

 

現状と課題 

確実な制度周知を行っていく必要があります。 

 

今後の方針 

障害者スポーツへの参加促進のため、周知方法を随時見直しながら、継続して実施していきます。 

 

 

④ コミュニティセンター・イコス上尾・文化センターの使用料の減免 

 [市民生活部 市民協働推進課] 

 

事業（取組）内容 

コミュニティセンター・イコス上尾・文化センターを運営します。 

 

現状と課題 

障害者及びその家族が安心して施設を利用できるようそれぞれの施設について、障害者・障害児

の関連団体に対し、使用料の減免を行っています。 

施設のバリアフリー化が課題です。 

 

今後の方針 

施設のバリアフリー化等について検討していきます。 

 

 

⑤ 市民活動支援センター運営事業 [市民生活部 市民活動支援センター] 

 

事業（取組）内容 

市民活動に関する情報の収集、相談、交流、研修、調査及び研究等、市民との協働を推進するた

めに設置した市民活動支援センターを運営します。 

 

現状と課題 

公開講座、情報誌発行、職員向け研修、市民活動団体と市の協働での市民塾などの事業を実施し、

多くの利用がありました。 

課題として、新しい参加者が増えないことによる市民活動団体メンバーの高齢化が挙げられてい

ます。 

 

今後の方針 

今後も市民への情報提供等を行い、団体の自立的な活動の支援を継続していきます。 
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⑥ 地域デビュー支援事業 [市民生活部 市民活動支援センター] 

 

事業（取組）内容 

団塊の世代やこれから定年を迎えるシニア世代の方々に、地域活動を始めるきっかけづくりを支

援するイベントとして「地域デビュー支援事業」を行います。 

 

現状と課題 

地域デビュー支援事業を実施しています。 

事業への参加をきっかけに、より多くの人に地域活動に参加してもらえるようにすることが課題

です。 

 

今後の方針 

より若いうちから活動への関心を得られるような啓発方法について検討していくとともに、引き

続き交流等の支援を続けていきます。 

 

 

⑦ 上尾市ギャラリーの使用料の減免 [教育総務部 生涯学習課] 

 

事業（取組）内容 

市民の創作活動を支援するため、美術作品等の展示、発表及び鑑賞の場として、市民ギャラリー

及び市役所ギャラリーを運営します。 

 

現状と課題 

上尾市ギャラリー管理規則に基づき、障害者・障害児の関連団体が主催する行事等に使用する場

合の使用料を減免しています。 

 

今後の方針 

市民が文化・芸術に親しむ場となっているため、継続して実施していきます。 

 

 

⑧ 公民館の使用料の減免 [教育総務部 生涯学習課] 

 

事業（取組）内容 

市内の生涯学習振興のため、市内６館の公民館を管理運営し、各事業の企画・実施を行っていま

す。 

 

現状と課題 

上尾市公民館管理規則に基づき、障害者・障害児の関連団体が主催する行事等に使用する場合の

使用料を減免しています。 

 

今後の方針 

市民の生涯学習活動の拠点となっているため、継続して実施していきます。 
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⑨ スポーツ大会・教室等の開催 [教育総務部 スポーツ振興課] 

 

事業（取組）内容 

生涯スポーツ・レクリエーションについて大会等を実施し、幼児期から高齢期まで、性別、障害

の有無を問わず、すべての市民がスポーツ活動に参画する機会を提供し、健康の保持や体力の増進

に努めます。 

 

現状と課題 

上尾シティマラソンでは、毎年伴走者を伴った障害者・障害児が出走しています。 

また、市民体育祭ではサブイベントとして、障害者スポーツコーナーを設置しています。 

支援が必要な方のスポーツ・レクリエーションへの参加について、さらに啓発していくことが課

題です。 

 

今後の方針 

今後も各種大会等を実施するとともに、配慮が必要な人への支援に努めていきます。 

 

 

⑩ スポーツ活動の推進 [教育総務部 スポーツ振興課] 

 

事業（取組）内容 

市民への生涯スポーツ・レクリエーションの普及、振興を図ることを目的としたスポーツ推進委

員連絡協議会の活動を支援し、スポーツ活動の推進を図ります。 

 

現状と課題 

スポーツ推進委員を対象に、埼玉県総合リハビリテーションセンター職員による「障害者スポー

ツ研修」を行いました。障害特性に応じた知識や技能の更なる向上が課題です。 

 

今後の方針 

多様化・高度化する市民ニーズに対応するため、スポーツ推進委員の資質の向上を図っていきま

す。53 
54 

55 

56 

57 

58 
59 

  

                                                   
53  
54  
55  
56  
57  
58  
59  
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（４）就労機会の確保 

障害のある人が経済的に自立し、いきいきとした社会生活を送ることができるよう、より多く

の就労機会の確保へ向けて支援を行います。 

 

① 障害者就労支援センターの設置 [健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

障害者の就労の機会の拡大を図るとともに、障害者が安心して働き続けられるようにするため、

障害者就労支援センター※57を設置し、身近な地域において就労と生活の支援を総合的に行います。 

 

現状と課題 

職場訪問等企業との橋渡しを行うほか、関係機関による担当者会議を開催し連携を図っています。 

障害者の法定雇用率※58 が上がり、ますます重要性が高まっています。 

障害者生活支援センターや障害者就労施設との連携を強化していく必要性があります。 

 

今後の方針 

障害者への継続的な支援のため、事業を継続して実施し、また、事業所等との連携を強化してい

きます。 

 

 

② 障害者施設製品の販売促進 [健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

障害のある人とない人の理解と親睦を深めることを主な目的として、障害者施設製品の販売会等

を実施します。 

 

現状と課題 

障害者団体、障害者通所事業所等が共同で、実行委員会形式で販売会を実施しており、市が事務

局・後援として支援を行っています。 

利用者の工賃向上のため、販売機会の拡大に対する支援が必要です。 

 

今後の方針 

今後も販売会等を通じて、利用者の工賃向上について支援していきます。 

 

 

  

※57 障害者就労支援センター 

障害者の就労機会の拡大を図るために、障害者やその家族の求めに応じて、職業相談、就職準備支援、職場

開拓、職場実習支援、職場定着支援の業務を行う施設。 
※58 法定雇用率 

一般労働者と同じ水準において常用労働者となり得る機会を与えるために、「障害者の雇用の促進等に関す

る法律」に基づき、一定数以上の従業員がいる企業・団体に障害者の雇用を義務づけた割合。 
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③ 工賃向上に向けた事業所への支援 [健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

授産製品の商品力アップ、事業所と地域企業とのつながり及び事業所の現場改善や運営について

支援します。 

 

現状と課題 

市内事業所の現場改善及び販路拡大等について支援を行っています。 

利用者の工賃向上に繋がっており、今後も実績等を踏まえ、必要な支援方法について検討してい

きます。 

 

今後の方針 

今後も事業所への支援を継続していきます。 

 

 

④ 障害者就労施設等からの優先調達の推進 [健康福祉部 障害福祉課] 

 

事業（取組）内容 

「障害者就労施設等からの物品等の調達の推進等に関する法律」に基づき、上尾市障害者優先調

達推進方針を定め、障害者就労施設等からの物品購入、当該施設等への業務委託等を推進します。 

 

現状と課題 

庁内各課のイベント、キャンペーン等で使用する物品等の購入、施設管理等の委託については増

加傾向にありますが、各施設等が提供可能な物品等の品目や、業務内容についての更なる情報提供

について検討が必要です。 

 

今後の方針 

障害者就労施設等が提供できる物品等の品目や業務内容について情報を収集し、庁内各課に最新

の情報を提供することで、更なる契約額の増加を目指します。 

 

 

⑤ 市役所における障害者雇用の推進 [総務部 職員課] 

 

事業（取組）内容 

障害者の就労の機会を創出します。 

 

現状と課題 

法定雇用率以上の障害者雇用率を維持するため、障害者に限定した特別の採用枠で採用試験を行

い、法定雇用率以上の障害者雇用率の維持に努めています。 

 

今後の方針 

引き続き、法定雇用率以上の障害者雇用率の維持に努めていきます。 
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⑥ 建設工事請負等競争入札参加資格審査についての優遇策 [総務部 契約検査課] 

 

事業（取組）内容 

建設工事請負等競争入札及び上尾市総合評価落札方式において、優遇策を実施します。 

 

現状と課題 

建設工事請負等競争入札参加資格審査における資格審査数値のうちの主観的数値について、障害

に関する一定の条件を満たす場合に加算します。 

また、上尾市総合評価落札方式における条件付一般競争入札において加点します。 

 

今後の方針 

優遇策について引き続き実施し、障害者雇用を推進していきます。 

 

 

⑦ 地元企業へのインターンシップの実施支援 [環境経済部 商工課] 

 

事業（取組）内容 

企業と学校の橋渡しを行い、インターンシップ※59 の実施を推進します。 

 

現状と課題 

上尾・桶川・伊奈地域雇用対策協議会にて、特別支援学校に対し、障害者のインターンを受け入

れることが可能な企業を紹介しています。 

受け入れ可能な企業が固定化されてきていることが課題となっています。 

 

今後の方針 

継続して実施します。また、企業への事前説明会において、障害のあるインターンの受け入れに

対し説明を行います。 

 

 

  

※59 インターンシップ 

職場体験実習。 

2018上尾市障害者支援計画.indd   118 2018/03/05   9:50




